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　本研究の目的は、障害の有無に拘らず全ての子どもが
利用できる図書を公共図書館に普及するにあたっての課題
を明らかにすることである。今回は知的障害や発達障害
のある読者を対象に制作されているLLブック（スウェーデ
ン語の「Lättläst（読みやすい）」の略）を中心に、日本
の公共図書館で提供するにあたって生じる課題と、その
利用を支える出版の課題を明らかにした。
　現状では日本で出版されているLLブックは、スウェー
デンと比べると圧倒的に点数が少ない。また出版社の参
入事例が日本では少なく、そのため発行できる部数にも限
りが生じ、絶版となった資料も3 分の1存在する。点数、
部数が十分ではなく、普及が進んでいない理由として本
研究では 2 つの仮説を設けた。（1）日本の児童書が障害
の有無を問わず読者のニーズに応えているため、LLブッ
クがあまり必要とされてこなかったのではないか。（2）LL
ブックの出版には、専門家も必要となり、コストがかかる
ため、出版点数が一向に増えないのではないか。
　上記 2 つの仮説の検証方法として、文献調査の他、全
国 47 都道府県立図書館のLLブック所蔵調査、専門家（研
究者、出版関係者、図書館職員）を対象としたインタビュ
ー調査を行なった。
　結果として、（1）の仮説については、児童書の出版が
LLブックの出版に影響をもたらしていないことが明らかに
なった。（2）の仮説については、文献調査の他、専門家
へのインタビュー調査によって課題の検証を行なった。そ
の結果、人材の養成も求められることから、採算が取れ
ないために出版が増えないことがわかった。これらの結果
をもとに解決策となる2 つの普及モデル（提供モデルと出
版モデル）を提示した。
　今回提示した普及モデルの特徴は、新たに「LLブック
研究専門機関」を設定したことである。ほとんどのLLブ
ックが市場に流通していない現在、出版情報の一元化を
図り、国内の全 LLブック情報を収集・提供する役割を担
う機関が必要であると考えて設定した。LLブックは図書
館での提供にしても、出版事業としてもまだ新しい分野で
あり、課題が多数あることが明らかになった。しかし2016
年 4月に施行された障害者差別解消法が影響し、行政及
び公共図書館では合理的配慮の提供が義務づけられてお
り、今後はさらにこの分野の研究が発展すると考えられる。
（山田　友香　人間文化研究科人間文化専攻修了生）
　本論文では、物語から受ける影響について研究し
た。人は本や漫画などの作品を読んで、物語から影
響を受けることがあるかを明らかにすることを目的と
し、読み手が影響を受けると考える要素は、「嗜好・
趣味」、「性格・習慣」、「考え方・行動」の３つであ
るという仮説を立てた。
　本論文では１から３章までの章分けを行い、１章
では本や漫画などの作品を読んで、読み手が物語か
ら受ける影響があるのかという事と、仮説を立てた
３つの要素「嗜好・趣味」、「性格・習慣」、「考え方・
行動」が読み手に与えた具体例を分析した。２章で
は、『フルーツバスケット』という１つの作品が読み
手に与えると考えられる影響を、仮説を立てた３つ
の項目に分け、分析した。３章では、アンケート調
査とインタビュー調査を行った結果を集計し、「物語
から受ける影響」の傾向を分析した。
　その結果、本や漫画などの作品を読んで、物語の
中の登場人物の性格や嗜好が読み手に影響を与え
ることがあり、物語の中の出来事や台詞などが、読
み手の価値観や物事の選択に影響を与えることがあ
るということが明らかとなった。読み手が影響を受
けると考えた要素は、アンケート調査を行った結果、
「嗜好・趣味」、「考え方・行動」、「性格・習慣」の
順で影響を与えやすいという事が判明した。
　そして、読み手に影響を与える作品には、自分と
の共通点を感じることができる登場人物からの方が
影響を受けやすいということが明らかとなった。ま
た、物語の中に、人生の教訓となるような名言など
が含まれていなければならないことが分かった。
　今回の論文では、アンケート調査を女子大学生限
定で行った事と、インタビュー調査を２人にしか行え
なかったため、調査の充実を今後の課題にしたい。
（村上　友理　人間文化学科卒業生）
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